
～南の海辺,遠きふるさとを歩く～

羽島まん中コースの見所や撮影スポット等
は　 しま　　　　　　 　なか　　　　　　　　　　　　　  み   どころ　　　   さつ  えい　　　　　　　　　　　　　 など

漁民アパート
昭和41年6月16日、羽島は125世帯
が焼ける大火災がありました。いち早
く日常生活を取り戻す為に、翌年には
商店を兼ねた住宅として、当時の漁村
としては珍しい鉄筋4階建てのアパー
トができました。しかし、令和元年末、
住居としての役割を終えました。

1
ぎょみん

藤崎家跡
留学生12・3人が逗留した商人宿。こ
こに遺された袴や旅立つ前に書き残
した歌などは現在薩摩藩英国留学生
記念館に保管展示されています。

2
ふじ さき   け　あと

川口家跡
こちらも留学生が逗留した川口家。こ
この土蔵から長崎のグラバー所有の
機帆船が来るのを待ちわびていたと
いう。ここは、二階建てになっていて
幹部会議のようなのはこちらで行わ
れていました。

3
かわぐち   け　あと

萬造寺斉生家跡
歌人「萬造寺斉」は明治19年（1886
年）この地に誕生。与謝野寛・晶子に師
事し、東京帝国大学（現東京大学）英文
科に入学。新詩社同人として、高村光
太郎・北原白秋・石川啄木等と交遊。昭
和32年7月9日70歳で京都に没す。
羽島崎神社境内に歌碑があります。
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4
まん ぞう  じ  ひとしせい   か  あと

悟入寺
悟入寺は当初、海土泊に創建された
が、その後、再建・復興を繰り返し、羽
島大火災後に現在の地に建立されま
した。島津家久が隈之城・串木野の地
頭の頃、良福寺に父・貴久を祀り、串木
野の菩提寺とし、寺4箇所を創建した
うちのひとつと言われています。

5
ご にゅう  じ

あまどまり

光明寺
串木野願船寺の羽島説教所として発
足。昭和27年浄土宗木辺派に転派・独
立して光明寺となりました。当初浜中
港近くにあったが、羽島大火災後昭和
48年現在地に移転改築されました。

6
こうみょう じ

戸長役場・郵便取扱所跡
当時、庄屋や名主が戸長（今でいう村
長）に任命され戸籍を管理する役目を
任されました。郵便制度の整備に伴い
戸長が競って郵便取扱所として名乗
りをあげました。

8
こ ちょうやく   ば　　ゆうびんとりあつかいじょあと

羽島集落の絶景ポイント
田畑、集落、海、吹上浜が一望できる絶
景ポイントです。田植え、新緑、黄金色
の稲穂、稲の切株と四季折々の風景が
楽しめます。初夏には休憩所付近でホ
タルも乱舞します。

7
は   しましゅうらく        ぜっ けい

白浜なぎさコースの見所や撮影スポット等
しら   はま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み   どころ　　　さつ  えい　　　　　　　　　　　　  など

坂の途中のベンチ
墓に登る途中にあるベンチ。坂の傾斜
に合わせ絶妙な角度でたたずむ。ベン
チからの羽島の海の眺めは最高です。

2
さか          と  ちゅう

旧羽島小学校跡地
明治12年教育令が施行された時、横
須台場に設置された羽島小学校の跡
地。明治45年には現在の位置に移転
しました。

1
きゅう は  しま しょうがっ こう あと   ち

羽島南方神社
ここは、山の神である「大山祗命」が合
祀されておらず、8月盆明けの日曜日
に行われる太鼓踊りには他所にはな
い 「アラマキ投げ」が行われます。「ア
ラマキ投げ」を行う太鼓踊りは県内で
羽島だけです。
＊アラマキ＝藁（ワラ）の束の中にイノシシの肉を入れたモノ。

3おおやまつみのみこと

は  しま みなみかた じん じゃ

＊＊

参道とアコウの木の根
「締め殺しの木」とも言われるように
元の幹に木根が絡みつき、まるで静脈
のようにも見えます。他の木や建物な
どに絡みつき駄目にしてしまうケー
スもあるようです。ここ南方神社参道
では、斜面に絡みつき、木根のカーテ
ンのように伸びています。

「締め殺しの木」とも言われるように
元の幹に木根が絡みつき、まるで静脈
のようにも見えます。他の木や建物な
どに絡みつき駄目にしてしまうケー
スもあるようです。ここ南方神社参道
では、斜面に絡みつき、木根のカーテ
ンのように伸びています。

4
さん  どう　　　　　　　　　　　　   き　　　  ね

三井鉱山火薬庫跡
明治初期にあった羽島鉱山の採掘に
使った火薬庫の跡。レンガ造りの頑丈
な横穴に採掘用の火薬が治められて
いたといわれる。付近には、坑道跡も
ありトロッコ列車で運び出しを行っ
ていた。一時は五代友厚も経営にかか
わったと言われています。

5
みつ   い   こう ざん   か  やく    こ  あと

白浜海岸一望ポイント 6
白浜の高台で、白浜海岸から羽島崎に
沖ノ島、遠くは甑列島も見渡せます。
海の青、砂浜の白、山並みの緑、岩場
の褐色のコントラストがすばらしい
です。

しら はま  かい がん いち  ぼう

白浜海岸 7
吹上浜の最北端の砂浜です。白砂が美
しく、貝殻やサンゴのかけらも多く打
ち上げられます。波きり遊びにピッタ
リの石もたくさん採れます。

しら はま  かい がん

羽島夕陽ポイント 8
観音様の寝姿を思わせる羽島崎や、夕
陽の絶景ポイントです。
夕暮れ時は夕陽を楽しむ市民も多い
です。

は   しま  ゆう  ひ

http://ssmuseum.jp/ 薩摩藩英国留学生

薩摩藩英国留学生記念館
■開館時間／展示観覧10:00 ～ 17:00
■休館日／火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　 ※12月29日～ 12月31日
■観覧料／・大人（高校生以上）300円
　　         ・小人（小学生・中学生）200円
　※未就学児は無料
　※団体割引（20名以上）
　　障がい者手帳お持ちの方、一律50円引き
　※年間パスポートもございます。
〒896－0064 鹿児島県いちき串木野市羽島4930番地
TEL 0996-35-1865  　FAX 0996-35-1105
e-mail info@ssmuseum.jp

こちらの駐車場をご利用ください。

田の神さあ萬造寺斉先生と歌碑

田の神さあを探すのも楽しみの一つ「萬造寺齊　緑の国へ」より引用

羽島崎展望コースの見所や撮影スポット等
は　 しま　ざき   てん   ぼう　　　　　　　　　　　　  み  どころ　　　 さつ  えい　　　　　　　　　　　　  など

1アコウの並木
海辺の断崖沿いに自生しているアコ
ウの大木。昔は子供達の格好の遊び場
で、適当な枝振りを選んで板を渡し自
分の基地として楽しんでいました。今
では、道路沿いに並ぶ住居の防風林の
役割を果たしています。

なみ   き

羽島漁港
チリメン漁が盛んに行われています。
この漁港から出航する「観光船」オー
スターライエン号（薩摩藩英国留学生
が乗船した船名）のクルーズ時間はお
よそ50分で“お猿さんがいる島”沖ノ
島コースが大人気です。

2
は   しま  ぎょ こう

ゴンザ像
1728年（享和13年）11月8日薩摩の
港を出発した舟が約６ヶ月漂流した
のちロシアのカムチャッカに漂着し、
生き残った二人のうちの一人がゴン
ザ。のちに日本初の露日辞典の編纂に
着手し、1739年２１歳で没した。

3
ぞう

羽島崎神社
三国名勝図会に天智天皇の妃・大宮姫
伝説から“鏡大明神”と呼ばれていたも
のがいつからか羽島崎神社と呼ばれ
るようになりました。また、入来の鷹
巣神社伝説から羽島崎神社は“鷹ノ子”
を祀った神社とも言われています。

4
は   しま  ざき じん じゃ

羽島崎展望所（オプションコース）
羽島崎神社に向かって右側にある小
道を15分程度登ったところにありま
す。展望台には、東屋と「幸せの鐘」が
あり、薩摩半島の吹上浜の弓状の海岸
を一望できる。晴れた日には、桜島も
眺望できます。足腰に自信がある方
は、ぜひ挑戦してみてください。

5
は   しま ざき  てん ぼう しょ

アコウと石垣
アコウの木根は石垣に絡みついたり
他の木に絡んだりすることから“締
め殺しの木”とも言われます。しっか
り根付いているので、海岸では船を
つなぎとめる為に活用されたりしま
した。

7
いしがき

羽島中学校
羽島中学校は公立の学校で唯一、校内
を生活道路が通っています。

8
は   しまちゅうがっ こう

萬造寺斉望郷歌碑
昭和35年、萬造寺斉先生の歌の中か
ら、羽島を偲んだ代表歌3首を選んで
建立されました。また、平成29年より
「黎明の地ふるさと短歌大会」が開催
され、入賞作品が紹介されています。

6
まん ぞう   じ ひとしぼうきょう か    ひ


